
２０２２年 3 月 1 日 

駐日ロシア大使  

ミハイル・ガルージン 様 

 

ロシアのウクライナ侵攻に強く抗議します！ 

ただちに撤退、停戦を求めます 

また、戦争被爆国である日本において、 

核兵器による威嚇、行使には断じて反対します 

 

高知県高等学校退職教職員協議会     

会長 川村喜美 

   

ロシア軍のウクライナへの侵攻は、主権国家への侵略であり、国際法違反です。軍

事力によって他国の政府を転覆させることは許されません。ロシア軍の行動により、

両軍の兵士はもとより、多くのウクライナ市民を含めた人々が死傷し、生活を追われ

避難を余儀なくされています。私たちはロシア政府による国際秩序の破壊と人権侵害

に強く抗議します。 

また、プーチン大統領はロシアが核保有大国であることを繰り返し述べ、核兵器の

使用に言及しています。このような形で国際社会を威嚇していることは核兵器廃絶に

むかう歴史の潮流を無視する許しがたい行為です。世界の平和を守る使命を持つ国際

連合安全保障理事会の常任理事国であるにもかかわらず、自らの主張を通すために軍

事力を行使し、しかも拒否権を行使するロシア政府は大きな誤りを犯しています。 

「教え子を再び戦場に送らない」をスローガンとする私たち高知県高等学校退職教

職員協議会はこうしたロシア政府に強く抗議します。また、一人でも多くの人の命を

失わないために、ただちに軍事行動を中止して、ウクライナから撤退するよう求めま

す。 

 

以上 


